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１．はじめに 

近年、道路構造物への予防保全の機運の高まりから，損傷の早期発見・早期補修の重要性が増している．

そのためには精度良い調査・点検・診断が重要であり，合理的及び経済的点検の実現が求められている．赤

外線サーモグラフィカメラを用いた走行観測に基づく赤外線検査法は，法定速度での走行観測を通じて舗装

内部の損傷を把握することが可能であり，舗装内部の一次サーベランス手段として確立されつつある１），2)．

本研究では，舗装内部の合理的な検査手法として期待の高い

赤外線検査法について，大型実験供試体を用いて床版と舗装

面の付着不良について検証した． 

 

２．大型実験供試体による赤外線検査の概要 

  付着不良箇所における熱（温度）変状の基礎データの取得

を目的に，大型実験供試体による定点観測を実施した． 

定点観測には，鋼床版（12mm 厚の鋼板）と舗装（40mm 厚

のセラミックコンクリート板）を模擬した、載荷実験供試体

を用意した（図 1）．供試体Ａでは載荷実験に伴うひび割れ

が表面に発生しており，内部から表面まで損傷が進行してい

る．供試体ＡとＢはともに、床版と舗装の付着強度を確認す

るための孔が開けられている． 

 観測では，調査専用車に設置した赤外線サーモグラフィカ

メラ及び可視画像カメラにより赤外線熱画像と可視画像を

撮影した（図 2）．平成 22 年 11 月 27～29 日の計 3日間にお

いて，9:00～17:00 の時間帯を 10 秒間隔で撮影した．なお，

観測時に実験供試体全体に散水し，その後放置して自然排水

させた状態で，舗装が乾燥状態に至るまでの過程において，

①付着不良箇所での滞水による熱変状，②付着不良箇所の空

洞部分の熱変状について連続観測した． 

 

３．赤外線画像解析結果 

  撮影した赤外線熱画像から，2 種類の大型実験供試体につ

いて時間帯に応じた温度幅で熱変状を抽出した． 

  ここでは，大型実験供試体Ａにおいて連続観測した結果に

ついて主に記述する． 

 キーワード 赤外線検査法，舗装内部の損傷，検査精度  

連絡先   〒227-0062 横浜市青葉区青葉台 2-6-17  ㈱パスコ インフラマネジメント事業部  TEL 045-985-1741 

 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

13

14

15

16

17

18

19

20

21 22

23

24

25

1

2

3

4

5 11

8

7

6

10

9

12

B

151cm

300cm

不定期

20cm×15ボルト

実験供試体Ｂ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

15

14
13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

A

151cm

300cm

不定期

20cmピッチ

0.2mm

0.1mm

0.8mm

0.3mm

1.5mm

0.5mm

0.5mm

0.4mm

0.4mm

0.8mm

1.5mm

幅 0.3mm

0.1mm

実験供試体Ａ 

鋼板
t=12mm 
舗装

t=40mm 

図 1．大型実験供試体の概要 

図 2．撮影風景 
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大型実験供試体Ａの舗装面への散水を早朝に行

った．散水によって大型実験供試体Ａの舗装面の

ひび割れに入った水の温度は，周囲のセラミック

コンクリート舗装材よりも高く（図 3 と図 4），1

時間後に平衡状態に達した．その後 2 時間で，ひ

び割れ部は低温になった（図 5）．ひび割れ部の水

分は 2 日目の 17:00 まで存在し，滞水が確認され

た．3日目の朝には，滞水を示す熱変状は確認され

なかった．水分の乾燥後には，日照による内部空

洞の温度変化の影響を受けた広範面的損傷と判定

される，熱まだら模様の温度分布状況が確認され

た（図 6）． 

また大型実験供試体Ｂにおいても，日照後に熱

まだら模様の温度分布状況が確認された． 

 大型実験供試体Ａ，Ｂの観測結果から，舗装と

床版の付着不良箇所では次のような熱変状が検出

されると推察される． 

・ 付着不良箇所で滞水した場合，周囲よりも低温

に熱変状が発生する．また，空洞部分の滞水は

11 月の気象条件では 2日間程度続く． 

・ 付着不良箇所の空洞部分では，日照の影響によ

り，まだら模様に高温の熱変状が発生する． 

 

４．おわりに  

  大型実験供試体による定点観測により，舗装と

床版での付着不良箇所での熱変状について確認す

ることができた．今後は，実際の道路で同様の損

傷の抽出・検証の蓄積により，本手法の検出範囲

の拡充を進めていく．これによって，舗装や床版

の広範面的損傷のスクリーニング調査が可能にな

り，合理的及び経済的点検の実現が期待できるも

のと考える． 

 

参考文献  

1)内間ら，熱赤外線計測法による鋼床版のＵリブ

滞水診断，土木学会第 64 回年次学術講演会概要

集，2009.9 

2)塚本ら，鋼床版デッキ貫通亀裂発見を目的とす

る複合的検査手法の開発，土木学会第 64 回年次

学術講演会概要集，2009.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．供試体Ａの温度分布状況（散水後）
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図 3．供試体Ａの温度分布状況（散水前）
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図 5．供試体Ａの温度分布状況（2 時間後）
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図 6．供試体Ａの温度分布状況（54 時間後）
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